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　今回の写真は、堀川運
河 で す。 世 界 遺 産 10 周
年記念なかまヘリテージ
フェスにて堀川運河のラ
イトアップが行われまし
た。
　 中 間 唐 戸 か ら 下 流 の
100m にかけて、運河内
に鞠型竹灯籠が設置され、
光で彩られた非日常空間
が広がっていました。

令和 7 年（2025 年）

明治 42 年（1909 年）



Shigikaidayori　NAKAMA  ２

市
民
厚
生
委
員
会
（
１０
月
２１
日
～
２３
日
）　

委
員
長　

下
川　

俊
秀

■
山
口
県
周
南
市

終
活
情
報
登
録
制
度
に
つ
い
て

周
南
市
で
は
、
高
齢
者
が
緊
急
連
絡
先
や
リ
ビ

ン
グ
ウ
ィ
ル
、
遺
言
書
の
保
管
場
所
等
の
終
活
に

関
わ
る
情
報
を
市
に
事
前
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

本
人
が
病
気
や
事
故
な
ど
で
意
思
表
示
が
で
き
な

く
な
っ
た
時
や
死
亡
時
に
、
関
係
機
関
等
か
ら
の

照
会
に
応
じ
市
が
本
人
に
代
わ
っ
て
情
報
を
開
示

す
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
大
阪
府
大
阪
狭
山
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

お
お
さ
か
さ
や
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援
助

を
し
た
い
人
が
会
員
登
録
し
、
相
互
援
助
活
動
に
関

し
て
行
政
が
連
絡
・
調
整
を
す
る
事
業
で
す
。
援
助

活
動
の
他
に
も
、
子
育
て
に
関
す
る
講
座
や
会
員
が

集
ま
る
企
画
等
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲周南市役所前

▲大阪挟山市議場内

総
合
政
策
委
員
会
（
１０
月
２７
日
～
２9
日
）　　

委
員
長　

大
和　

永
治

■
京
都
府
京
都
市

学
び
の
多
様
化
学
校
に
つ
い
て

京
都
市
立
洛
風
中
学
校
は
、
不
登
校
経
験
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
公

立
の
学
び
の
多
様
化
学
校
で
す
。
特
色
あ
る
教
育

課
程
を
編
成
し
、
年
間
授
業
数
を
７
７
０
時
間
に

す
る
な
ど
、
ゆ
と
り
あ
る
学
習
環
境
を
提
供
し
て

お
り
、
併
設
さ
れ
た
教
育
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
　

■
兵
庫
県
小
野
市

夢
と
希
望
の
教
育
に
つ
い
て

小
野
市
で
は
、
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
の
脳

科
学
理
論
に
基
づ
く
教
育
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、「
お

の
検
定
」
や
「
小
中
一
貫
教
育
」、「
１６
か
年
教
育
」

な
ど
市
独
自
の
様
々
な
取
組
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
未
来
を
切
り

開
く
力
を
育
む
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲京都市立洛風中学校前

▲小野市役所前

行 政 視 察 報 告— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —
■
愛
知
県
蒲
郡
市

三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
　

蒲
郡
市
で
は
、
近
隣
他
市
に
比
べ
合
計
出
生
率
が

低
い
こ
と
を
課
題
と
し
て
捉
え
、
子
育
て
・
高
齢

者
世
帯
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
市
外
か
ら
転
入

し
市
内
の
親
と
新
た
に
同
居
ま
た
は
近
居(

市
内)

を
始
め
る
世
帯
に
対
し
、
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・

購
入
の
費
用
の
一
部
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
三
重
県
明
和
町

道
路
・
公
園
施
設
等
包
括
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て

明
和
町
で
は
、
高
齢
化
率
が
高
く
、
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
に
携
わ
る
担
い
手
の
高
齢
化
や
、
近
隣

の
市
町
と
比
べ
道
路
等
の
保
有
量
も
多
い
こ
と
を

課
題
と
し
て
捉
え
、
効
率
的
・
効
果
的
な
維
持
管

理
を
目
指
し
た
官
民
連
携
の
取
組
と
し
て
、
民
間

事
業
者
を
活
用
し
た
包
括
的
民
間
委
託
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

▲蒲郡市役所前

▲明和町役場前

産
業
消
防
委
員
会 （
１１
月
４
日
～
６
日
）

委
員
長　

田
口　

善
大

◀行政視察報告書は、中間市議会 HP に掲載しています。
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12月定例会の概要と結果（11月 25日～ 12月 11日）

　令和 7 年第 6 回（12 月）定例会におきましては、同意案 1 件、諮問 1 件、承認 1 件、議案 27 件

が提出され、11 月 25 日から 12 月 11 日までの 17 日間で審議されました。12 月定例会において審

議された主なものについて、ご紹介します。

・同意案第 4 号   教育委員会委員の任命について（田中健一郎）
・諮問第 1 号   人権擁護委員候補者の推薦について（有馬周子）
・承認第 4 号   専決処分を報告し、承認を求めることについて（和解することについて） 
・第 53 号議案   令和 7 年度中間市一般会計補正予算（第 7 号） 
・第 55 号議案   令和 7 年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第 3 号） 
・第 56 号議案   令和 7 年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第 4 号）
・第 57 号議案   令和 7 年度中間市住宅新築資金等特別会計補正予算（第 2 号）  
・第 58 号議案   令和 7 年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号）
・第 59 号議案   令和 7 年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）  
・第 60 号議案   中間市一般職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 
・第 61 号議案   中間市一般職職員の給与に関する条例及び中間市一般職職員の旅費に関する
                           条例の一部を改正する条例  
・第 62 号議案   中間市特別会計設置条例の一部を改正する条例 
・第 65 号議案   中間市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
                           定める条例の一部を改正する条例 
・第 68 号議案   中間市部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する条例の一部を
　　　　　　　改正する条例 
・第 69 号議案   中間市人権教育啓発審議会設置条例の一部を改正する条例 
・第 70 号議案   中間市下水道条例の一部を改正する条例 
・第 71 号議案   中間市火災予防条例の一部を改正する条例
・第 72 号議案   中間市水道事業給水条例の一部を改正する条例 
・第 73 号議案   中間市布設工事監督員の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の
                           資格基準に関する条例の一部を改正する条例 
・第 76 号議案   公の施設の指定管理者の指定について（中間市チャレンジショップ）
・第 77 号議案   中間市行橋市競艇組合規約の変更について
・第 78 号議案   福岡県田川地区消防組合と中間市との間における消防通信指令事務の委託に
                           関する規約の制定における協議について
・第 79 号議案   屈折はしご付消防自動車の購入について

全会一致で同意・適任・承認・可決した議案

 12月定例会を開催しました— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 　 — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —
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議案

番号

　　　　　　　　　　議員名（議席番号順）

議案名

植

本　　

堀

田

小

　　　　　

林

田

口

善　　

原　

　　　

森

上

田

口

澄

掛

田

阿

部

原

口

迫

田

大

和

柴

田

大

村

下

川

議決
結果

市　長　提　出　議　案

​​第 54 号
議　案

令和 7 年度中間市一般会計補正予算
（第 8 号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案

可決

第 63 号
議　案

中間市手数料条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案

可決

第 64 号
議　案

中間市市立保育所設置条例の一部を
改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案

可決

第 66 号
議　案

中間市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例   

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決

第 67 号
議　案

中間市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決

第 74 号
議　案

中間市災害派遣手当等の支給に関する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案

可決

第 75 号
議　案

中間市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案

可決

賛否が分かれた議案

令和７年度中間市一般会計補正予算 (第８号 )

歳入歳出追加額　   ５億９，７４７万円
（歳入歳出総額 ２０９億２，９６８万円）

〇　可決

【原案可決された事業の一部】

旧曙下水処理場跡地整備工事　７９０万円

　中央二丁目の旧曙下水処理場跡地について、コミュ
ニティ広場の再編に伴い、同広場と一体活用するこ
とを前提に、駐車場等の用地として民間事業者への
長期貸付を検討しています。令和 8 年度早期の事業
着手を目指し、整備を実施します。

▲旧曙下水処理場跡地



体育文化センター空調機設置、屋上防水改修工事   1 億 4,819 万７千円
　                  

５　Shigikaidayori　NAKAMA 

マイナンバーカードオンライン窓口業務委託　174 万 4 千円

【原案可決された事業の一部】

　市民サービス向上を目的として、マイナンバー
カードの申請・更新に係る手続きをするための専用
オンライン窓口を設置します。

【設置場所】
　市役所、総合会館、地域交流センター

小学校・中学校屋内運動場空調設備設置工事実施設計委託　1,873 万 5 千円

　児童生徒が屋内運動場 ( 体育館 ) で安全で安心して活動ができるように空調機設置に
向け実施設計を委託します。早急に実施し、災害時の指定緊急避難所の機能を確保します。

【対象】
　市内小学校・中学校屋内運動場（体育館）１０箇所

▲中間東小学校屋内運動場（内観） ▲中間東小学校屋内運動場（外観）

　空調機が故障し、利用者の安全性に支障をきた
しています。夏期であっても、安全で安心に利用
できるよう空調機を設置します。
　また、経年劣化により雨漏りも発生しているた
め、屋上の防水工事も行います。
　早急に実施し、災害時の指定緊急避難所の機能
を確保します。

▲体育文化センター

▲オンライン窓口
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中間市手数料条例の一部を改正する条例〇　可　決

【内　容】

　コンビニ交付の利用を促進し、証明書の交付に係る利用者の利便性向上、市民課窓口の混雑緩和を

図るため、証明書の交付を受ける場合の手数料について、コンビニ交付による場合には２００円とす

るものです。

【対 象 の 証 明 書】
　住民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証明書、所得証明書、課税証明書、所得課税証明書

【料　金】
　市役所窓口交付の場合：３００円　　コンビニ交付の場合：２００円

【期　間】
　令和 8 年４月 1 日から令和９年 3 月３１日まで

▼
高
市
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
を
踏
ま
え
、　

   

中
間
市
が
ど
の
よ
う
に
政
策
的
連
携
を
進
め
て
い
く
か

▼
本
市
の
雑
草
に
関
す
る
抜
本
的
な
対
策
（
※
）　　
　

  　
　
　
森
上　

晋
平

▼
地
域
特
性
に
応
じ
た
中
間
市
独
自
の
移
動
手
段
の
確
立

▼
若
い
世
代
、
特
に
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
（
※
）　　
大
村　

秀
三

▼
市
内
の
空
き
家
の
現
状
と
そ
の
活
用

▼
市
内
の
文
化
活
動
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援　
　
　

   

阿
部　

伊
知
雄

▼
子
育
て
支
援
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和　

永
治

▼
高
齢
者
で
低
所
得
者
の
住
宅
支
援

▼
介
護
施
設
や
介
護
従
事
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口　

佳
三

▼
自
治
会
加
入
者
の
減
少
に
対
す
る
取
組

▼
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
（
※
）　　

                   

堀
田　

克
也

▼
青
少
年
育
成　

▼
高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原　
　

   

舞

▼
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

▼
動
物
虐
待
と
治
安
の
維
持

▼
民
生
委
員
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方　
　
　

   　
　
　
　
　

   

掛
田　

る
み
子

▼
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
今
後

▼
水
道
料
金
の
改
定
の
問
題

▼
エ
ア
コ
ン
の
購
入
助
成
（
※
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

田
口　

澄
雄

▼
中
間
市
の
医
療　
　
　

  

▼
学
校
施
設
再
編

▼
訪
問
介
護
に
お
け
る
駐
車
場
の
確
保
（
※
）　　
　
　
　
　
　

  

植
本　

種
實

（※）は紙面の関係により掲載できなかった質問です。



森上晋平議員
　　清和会
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源
比
率
が
３
割
と
、
非

常
に
財
政
基
盤
が
脆
弱

な
自
治
体
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の

施
策
の
意
図
を
正
確
に
と

ら
え
、
効
率
か
つ
的
確

な
財
政
運
営
を
図
る
こ
と

で
、
我
が
国
の
政
策
実
現

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
努

め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

高
市
内
閣
の
少

数
与
党
状
況
を
踏
ま
え
、

演
説
の
中
で
政
権
の
基

本
方
針
と
矛
盾
し
な
い

限
り
、
各
党
か
ら
の
政

策
提
言
を
応
益
柔
軟
に
、

真
摯
に
議
論
す
る
と
の

柔
軟
性
が
、
私
は
中
間

市
や
地
方
と
の
協
働
を

後
押
し
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

積
極
財
政
の
交
付
税
増

額
を
活
用
し
て
福
岡
北
部

圏
の
成
長
モ
デ
ル
構
築
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本

高
市
内
閣
総
理
大
臣
の
所

信
表
明
演
説
を
踏
ま
え
、

中
間
市
が
ど
の
よ
う
に
政

策
的
連
携
を
進
め
て
い
く

か
第
２
１
９
回
国
会
に
お

け
る
高
市
内
閣
総
理
大
臣

の
所
信
表
明
演
説
に
お
い

て
、
強
い
経
済
の
実
現
、

物
価
高
対
策
の
推
進
、
社

会
保
障
改
革
、
防
衛
力
強

化
な
ど
を
重
点
政
策
と
し

て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
物
価
高
対
策
や

社
会
保
障
改
革
は
市
内

の
生
活
者
支
援
に
直
結

を
し
、
防
衛
力
の
強
化

は
地
域
の
安
全
保
障
環

境
の
向
上
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
と
中
間
市
が
ど
の
よ

う
に
政
策
的
連
携
を
進
め

て
い
く
の
か
、
市
の
見
解

の
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
本
市
は
、
自
主
財

地
域
特
性
に
応
じ
た
中
間

市
独
自
の
移
動
手
段
の
確

立
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電

話
で
予
約
す
る
と
、
底

井
野
の
集
落
地
や
通
谷
・

太
賀
な
ど
の
住
宅
地
ま

で
車
両
が
迎
え
に
来
て
、

10
人
乗
り
程
度
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
車
両
が
地
域

内
を
周
回
し
、
病
院
や

買
い
物
な
ど
の
目
的
地

へ
乗
り
合
い
で
送
迎
す

る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
が

あ
り
ま
す
。

坂
道
や
狭
あ
い
道
路
が

多
く
、
路
線
バ
ス
が
入

り
に
く
い
中
間
市
の
地

域
特
性
に
も
対
応
し
や

す
く
、
高
齢
者
の
方
や

免
許
返
納
後
の
移
動
手

段
と
し
て
も
有
効
と
考

え
ま
す
。

底
井
野
・
通
谷
・
太
賀

と
い
っ
た
地
域
の
実
情

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
鉄
道

や
路
線
バ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
手
段
を
確
保
す
る
も
の

と
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

議
員
　市
民
参
加
に
よ
る

交
通
利
用
促
進
の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
赤

字
を
踏
ま
え
、
よ
り
効

率
的
で
持
続
可
能
な
中

間
市
独
自
の
交
通
モ
デ

ル
の
実
証
実
験
を
行
う

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

建
設
産
業
部
長

　Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

開
始
に
向
け
、
各
校
区
ご

と
に
予
約
な
ど
の
利
用
方

法
の
説
明
会
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
、
開
始
前
に

は
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
を

行
い
ま
す
。
利
用
促
進
に

つ
い
て
は
、運
行
開
始
後
、

利
用
状
況
等
を
把
握
し
た

上
で
検
討
し
ま
す
。

を
踏
ま
え
、
中
間
市
独

自
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
り

合
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

都
市
計
画
課
長
　
現
行
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
代

わ
り
、
予
約
に
応
じ
て
Ａ

Ｉ
が
自
動
で
ル
ー
ト
を
決

め
て
走
る
乗
合
の
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入

を
検
討
中
で
す
。
来
年
10

月
ス
タ
ー
ト
を
目
標
に

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

Ｊ
Ｒ
や
筑
豊
電
気

鉄
道
を
軸
と
し
た
駅
プ

ラ
ス
地
域
交
通
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
、
今
後

の
地
域
公
共
交
通
計
画

に
ど
う
位
置
づ
け
ま
す

か
。

都
市
計
画
課
長　

中
間
市

地
域
公
共
交
通
計
画
で

は
、
鉄
道
を
都
市
間
移
動

の
根
幹
を
担
う
も
の
、
コ
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市
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

市
長　

地
方
の
自
立
的
成

長
を
支
え
る
た
め
、
教
育

へ
の
重
点
投
資
、
産
業
基

盤
の
強
化
が
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
積
極

財
政
の
も
と
で
、
地
方
一

般
財
源
の
充
実
や
、
デ
ジ

タ
ル
分
野
な
ど
、
先
端
技

術
を
中
心
と
し
た
地
域
投

資
の
拡
大
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
的

な
規
模
や
、配
分
方
針
は
、

今
後
の
国
の
予
算
編
成
過

程
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
国
・

県
の
動
向
を
的
確
に
把
握

し
、
交
付
税
や
補
助
金
等

の
活
用
を
最
大
限
図
り
な

が
ら
、
都
度
ご
と
に
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
分
野
へ

の
戦
略
的
投
資
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

国
の
示
す
地
方
創
生
モ

デ
ル
に
資
す
る
よ
う
な
地

域
経
済
圏
づ
く
り
へ
の
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
次
第
で
す
。

大村秀三議員
　　創希改
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都
市
計
画
課
長
　
市
外
の

方
が
空
き
家
購
入
ま
た

は
賃
貸
さ
れ
る
場
合
に

助
成
を
行
う
移
住
政
策

は
あ
り
ま
す
が
、
市
内

の
方
が
購
入
す
る
際
の

助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。

議
員　
親
が
中
間
市
在
住

で
そ
の
子
ど
も
が
市
内

の
空
き
家
を
購
入
す
る

場
合
に
補
助
金
を
出
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

若
い
世
代
の
定
住
促

進
や
人
口
流
出
の
抑
制
、

高
齢
の
親
の
見
守
り
に

よ
る
介
護
・
医
療
費
の

抑
制
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

建
設
産
業
部
長
　
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
市
全
体
で
移
住

定
住
の
政
策
を
見
直
す

時
期
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
た
め
、
他
部
署

が
所
管
す
る
政
策
と
も

調
整
し
な
が
ら
助
成
制

度
を
検
討
し
ま
す
。

市
内
の
文
化
活
動
グ
ル
ー

プ
や
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援

市
が
認
定
す
る
文
化
活

動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や

サ
ー
ク
ル
は
い
く
つ
あ

り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
市
全
体

で
は
61
団
体
あ
り
ま
す
。

議
員　
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

活
動
が
参
加
し
や
す
く

な
れ
ば
、
高
齢
者
の
交

流
促
進
や
認
知
症
予
防
、

市
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

文
化
・
生
涯
学
習
活
動

を
行
い
や
す
い
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
の

予
算
配
分
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長
　
適
正
な

予
算
配
分
に
つ
い
て
検

討
し
、
支
援
を
継
続
し

ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も

園
の
待
機
児
童
数
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　 

昨
年

の
４
月
１
日
は
０
人
、
本

年
４
月
１
日
現
在
で
は
16

人
で
す
。
特
に
０
歳
児
と

１
歳
児
の
入
所
希
望
が
多

く
、
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
状
況
で
す
。

議
員
　
待
機
児
童
の
増
加

は
、
一
時
的
な
も
の
と

捉
え
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
今
後
も
続
く
可

能
性
が
高
い
と
見
て
い

る
の
か
、
ど
う
分
析
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
特
に

０
歳
児
、
１
歳
児
の
待
機

児
童
が
多
い
こ
と
か
ら
、

早
期
に
仕
事
へ
復
帰
し
よ

う
と
す
る
保
護
者
の
方
が

増
加
し
て
い
る
も
の
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

現
状
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
制
度
を
維
持
し

つ
つ
、
県
に
は
助
成
拡
充

を
、
国
に
は
全
国
一
律
の

制
度
創
設
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

議
員
　
出
産
や
育
児
に
関

す
る
給
付
金
制
度
に
つ

い
て
、
今
後
の
見
直
し

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

健
や
か
育
成
課
長　

令
和

７
年
４
月
か
ら
妊
婦
支
援

給
付
金
事
業
が
始
ま
り
、

本
市
で
も
妊
娠
届
時
と
妊

娠
８
か
月
以
降
の
２
回
、

５
万
円
の
現
金
、
ま
た
は

５
万
５
千
ポ
イ
ン
ト
給
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
師
、
助
産

師
に
よ
る
伴
走
型
の
相
談

支
援
を
実
施
し
、
妊
娠
か

ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

見
直
し
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
予
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
引
き

続
き
支
援
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
保
育

需
要
は
今
後
も
高
い
状
態

が
続
く
も
の
と
見
込
ん
で

お
り
、
待
機
児
童
対
策
は

継
続
的
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

  

今
後
も
、
定
員
の
弾
力

的
な
運
用
、
受
入
れ
枠
の

拡
大
、
既
存
園
と
の
調
整

な
ど
に
よ
り
、
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
受
入
れ
体
制

の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

議
員
　
子
ど
も
医
療
費
の

通
院
・
入
院
の
自
己
負

担
額
に
つ
い
て
、
完
全

無
償
化
を
検
討
し
て
い

ま
す
か
。

医
療
保
険
課
長
　
完
全
無

償
化
は
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
医
療
機
関
の
負
担

増
や
保
険
料
へ
の
影
響
な

ど
、
慎
重
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
空
き
家
の
現
状
と

そ
の
活
用

市
内
に
あ
る
空
き
家
の

件
数
を
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

令
和
２

年
度
調
べ
で
５
６
２
件

で
す
。

議
員　
空
き
家
は
、
売
却

用
や
賃
貸
用
な
ど
の
不

動
産
会
社
管
理
の
も
の

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
市

内
に
あ
る
こ
れ
ら
の
空

き
家
の
活
用
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
、

売
却
や
賃
貸
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
空
き
家
の

発
生
を
抑
制
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

議
員　
市
内
在
住
の
方
が

市
内
の
空
き
家
購
入
を

希
望
さ
れ
た
場
合
、
市

の
助
成
制
度
は
あ
り
ま

す
か
。
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Shigikaidayori　NAKAMA  ８

大和永治議員
　新風クラブ



堀田克也議員
明政クラブ

９　Shigikaidayori　NAKAMA 

議
員　

今
後
、
高
齢
で
低

所
得
の
方
が
住
め
る
住

居
や
施
設
等
の
建
設
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。

建
設
産
業
部
長　

シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
よ
う

な
施
設
を
建
設
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
中
間
市
高
齢
者
総

合
保
健
福
祉
計
画
の
中

の
「
支
え
あ
い
共
に
住

み
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
理
念
の
も
と
、

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

の
よ
う
な
施
設
を
増
や

し
、
高
齢
の
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
下
さ
い
。

介
護
施
設
や
介
護
従
事
者

介
護
従
事
者
の
賃
金

や
待
遇
な
ど
、
国
・
県

の
処
遇
改
善
に
関
す
る

施
策
を
受
け
、
市
内
介

護
施
設
や
介
護
従
事
者

に
市
独
自
の
支
援
は
行

な
っ
て
い
ま
す
か
。

介
護
保
険
課
長
　
市
が
指

定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
等
に
対
し
、

国
・
県
か
ら
の
通
達
に
基

づ
く
介
護
従
事
者
の
賃
金

や
処
遇
改
善
に
関
す
る
施

策
の
補
助
金
や
研
修
等
の

周
知
は
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
独
自
の
支
援
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議
員　
外
国
人
労
働
者
を

雇
用
す
る
際
に
、
施
設

に
対
し
、
市
か
ら
の
援

助
は
あ
り
ま
す
か
。

介
護
保
険
課
長　
介
護
施

設
従
事
者
と
し
て
外
国

人
を
雇
用
す
る
に
当
た

り
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
事
業
は
あ
り
ま
す
が
、

市
独
自
の
補
助
金
等
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
介
護
施
設
や
介
護

従
事
者
へ
の
支
援
な
ど
、

高
齢
の
方
や
ご
家
族
が

安
心
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
加
入
者
の
減
少
に

対
す
る
取
組

  

自
治
会
加
入
率
の
推
移

を
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長　

本
市
の
自
治
会
加
入
率
は

令
和
７
年
現
在
46
・
９
％

で
、
10
年
前
と
比
較
す
る

と
マ
イ
ナ
ス
15
・
４
ポ
イ

ン
ト
で
、
年
々
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
若
い
世
帯
や
転
入

世
帯
へ
の
加
入
促
進
策

を
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

や
、
転
入
転
居
者
に
対
し

加
入
促
進
チ
ラ
シ
や
自
治

会
長
の
連
絡
先
の
配
付
、

自
治
会
加
入
を
要
件
と
し

た
空
家
対
策
事
業
の
補
助

制
度
等
に
よ
り
、
加
入
促

進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
自
治
会
長
と
直
接

話
を
持
て
る
よ
う
な
手

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長　

高
齢
者
見
守
り
、
地
域
防

災
力
向
上
、
環
境
美
化
、

子
育
て
支
援
、防
犯
活
動
、

地
域
活
性
化
な
ど
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

議
員　
市
の
支
援
体
制
を

伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長　

運
営
補
助
金
及
び
活
動
事

業
補
助
金
に
よ
る
財
政
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
担
当
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
が
活

動
事
業
に
出
向
き
、
人
的

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
今
後
の
協
議
会
の

あ
り
方
を
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長　

情
報
発
信
を
行
っ
て
若

い
世
代
の
認
知
度
を
高

め
、
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

議
員　
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
へ
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
、し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

だ
て
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
運
営
に
つ
い
て
、

設
置
さ
れ
た
時
期
及
び

目
的
を
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長

平
成
25
年
か
ら
29
年
ま
で

の
間
に
６
校
区
全
て
で
設

立
さ
れ
て
お
り
、
住
み
や

す
い
校
区
づ
く
り
の
た

め
、地
域
行
事
の
開
催
や
、

地
域
課
題
の
解
決
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

議
員　
組
織
し
て
い
る
構

成
員
を
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長　

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く

様
々
な
人
々
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員　
事
業
内
容
を
伺
い

ま
す
。

高
齢
者
で
低
所
得
者
の
住

宅
支
援

身
寄
り
の
な
い
方
は
介

護
施
設
に
入
れ
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
介
護
度

や
所
得
に
よ
っ
て
入
れ

な
い
の
が
現
実
で
す
。

高
齢
で
低
所
得
の
方
に

配
慮
し
た
住
居
が
現
在

市
内
に
あ
り
ま
す
か
。

介
護
保
険
課
長　
県
と
の

共
同
事
業
と
し
て
、
福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
が

運
営
す
る
高
齢
者
世
話

付
住
宅
の
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

本
施
設
は
県
営
松
ヶ
岡

住
宅
内
に
あ
り
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
等
を
設

置
し
、
高
齢
者
の
生
活

特
性
に
配
慮
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

付
住
宅
で
す
。
本
年
10

月
末
現
在
28
戸
中
24
戸

が
入
居
中
で
す
。
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年
問
題
に
つ
い
て
広
く
市

民
の
総
意
を
結
集
し
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
及
び

非
行
防
止
を
図
る
た
め
の

市
民
主
体
の
組
織
で
す
。

少
年
の
主
張
大
会
、
各
種

研
修
会
、
巡
回
補
導
、
交

通
安
全
指
導
、
紙
飛
行
機

大
会
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

議
員　

団
体
が
持
つ
本
来

の
事
業
目
的
を
共
通
理
解

し
、
協
働
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
行
政
の
伴
走
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業

ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
わ
い

わ
い
教
室
の
代
替
と
な
る

介
護
予
防
事
業
の
展
開
と

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

介
護
保
険
課
長　
脳
と
体

に
効
果
的
な
介
護
予
防
教

室
と
し
て
、
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
組
み
合
わ
せ
た
教
室
を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。
早

い
地
区
で
は
11
月
か
ら
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

開
催
地
区
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

議
員　

職
員
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

市
長　

地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
市
職
員

が
自
分
の
担
当
の
み
な
ら

ず
全
員
の
問
題
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
共
に
汗
を

か
き
、
行
政
の
考
え
を
市

民
に
伝
え
、
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

議
員　
地
域
住
民
、
民
間

企
業
、
専
門
職
、
行
政
職

員
が
協
働
で
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
と
な
り
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

こ
ど
も
た
ち
に

明
る
い
中
間
市
を
残
す
た

め
に
も
、
信
頼
関
係
の
上

に
成
り
立
つ
市
民
協
働
を

お
願
い
し
ま
す
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

　
物
価
高
騰
に
あ
え
ぐ
市

民
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
経
済
支
援
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

未
来
創
造
部
長　

国
か
ら

地
方
自
治
体
へ
の
重
点
支

援
地
方
交
付
金
の
拡
充
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
市

で
も
市
民
の
暮
ら
し
を
守

り
地
域
経
済
を
下
支
え
で

き
る
よ
う
同
交
付
金
の
活

用
に
努
め
ま
す
。

議
員　
今
回
の
交
付
金
を

既
存
事
業
の
補
填
や
新

年
度
の
給
食
費
無
償
化

等
の
財
源
に
使
う
こ
と

が
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

副
市
長　

財
源
調
整
に

充
て
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
給
食
費
無
償
化

等
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
予
算
編
成
過
程

を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

議
員　
今
回
の
交
付
金
は

築
や
再
発
防
止
に
向
け

た
対
策
を
行
い
ま
す
。

議
員　
垣
生
公
園
の
治
安

維
持
の
た
め
の
対
策
強

化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
を
進
め
、
地

域
住
民
に
見
守
り
の
お

願
い
を
す
る
と
と
も
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等

を
検
討
し
ま
す
。

民
生
委
員
の
現
状
と
今
後

の
あ
り
方

　
民
生
委
員
不
在
の
自
治
会

に
お
け
る
相
談
や
見
守
り

の
対
応
状
況
と
、
委
員
選

出
の
あ
り
方
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
支
援
課
長　
民
生
委

員
不
在
の
自
治
会
で
は
、

市
や
自
治
会
、
又
は
他

自
治
会
及
び
校
区
毎
の

民
生
委
員
代
表
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

委
員
選

出
が
自
治
会
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
、
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
選
出
方
法
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
へ
の
負
担
軽

減
が
主
目
的
で
あ
る
た

め
、
新
年
度
予
算
と
は

切
り
離
し
て
考
え
る
べ

き
で
す
。
市
民
の
た
め

直
接
家
計
を
潤
す
交
付

金
の
活
用
を
求
め
ま
す
。

動
物
虐
待
と
治
安
の
維
持

　
動
物
虐
待
の
情
報
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
犯
罪
で
あ
り
、
決
し
て

見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
庁
舎
内
で
情
報

共
有
し
た
上
で
対
策
を

講
じ
る
べ
き
で
す
。
例

え
ば
、
庁
議
で
関
係
課

に
協
力
を
仰
ぐ
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長　
情
報
共
有
に
つ

い
て
は
、
職
員
向
け
の

掲
示
板
機
能
を
利
用
し
、

職
員
間
で
の
情
報
周
知

の
徹
底
と
、
関
係
部
署

に
対
し
警
戒
態
勢
の
構

青
少
年
育
成

中
間
市
こ
ど
も
計
画
で

は
具
体
的
施
策
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
と
有

害
環
境
の
浄
化
や
、
青
少

年
健
全
育
成
に
対
す
る
市

民
意
識
の
高
揚
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
中

心
的
存
在
で
あ
る
青
少
年

育
成
市
民
会
議
及
び
青
少

年
問
題
協
議
会
の
役
割
と

活
動
内
容
を
伺
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

青
少
年

問
題
協
議
会
は
青
少
年
の

指
導
・
育
成
保
護
や
矯
正

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

調
査
審
議
す
る
た
め
の

行
政
主
体
の
組
織
で
す
。

ナ
カ
マ
・
ス
マ
イ
ル
・
ビ
ッ

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、

小
中
学
校
の
正
門
前
で
朝

の
挨
拶
運
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
青
少

年
育
成
市
民
会
議
は
青
少
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無
償
化
に
お
け
る
不
登

校
や
長
期
欠
席
、
あ
る

い
は
ア
レ
ル
ギ
ー
で
の

弁
当
持
参
の
児
童
等
に

対
す
る
配
慮
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

教
育
部
長  

現
在
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
他
自
治
体
の
取
組

を
参
考
に
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定
の
問
題

  

今
後
の
料
金
改
定
の
予

定
を
伺
い
ま
す
。

環
境
上
下
水
道
部
長  

当

初
は
令
和
８
年
４
月
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、

再
検
討
し
た
結
果
、
改

定
時
期
を
１
年
延
期
し
、

適
正
な
料
金
の
検
討
、

市
民
へ
の
周
知
を
行
う

期
間
と
し
ま
し
た
。  

議
員  

国
を
挙
げ
て
物
価

高
対
策
を
検
討
し
て
い

る
中
、
時
期
的
に
問
題

で
は
な
い
で
す
か
。

環
境
上
下
水
道
部
長 

本

市
の
水
道
料
金
は
、
40
年

以
上
改
定
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
県
内
で
２
番
目
に
安

価
な
料
金
設
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

経
済
情
勢
は
厳
し
い
で

す
が
、
料
金
改
定
を
行
わ

な
け
れ
ば
水
道
事
業
の
継

続
が
困
難
と
な
る
た
め
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
料
金

の
改
定
が
必
要
と
判
断

し
、
令
和
９
年
４
月
の
改

定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。  

議
員 

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
を
検
討
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

上
水
道
課
長  

水
道
事
業

へ
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
は
、
現
在
ま
で

実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
他
市
で
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
出
資

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
、
今

後
の
議
論
を
進
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

中
間
市
の
医
療

市
内
の
多
く
の
病
院
は

急
性
期
型
の
病
院
で
す
。

療
養
型
ま
た
は
在
宅
医

療
を
行
う
病
院
を
建
て

て
は
ど
う
で
す
か
。

健
や
か
育
成
課
長　
訪
問

医
療
を
中
心
と
し
た
診

療
所
を
新
た
に
建
設
す

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

し
か
し
、
在
宅
医
療
の

重
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
た
め
、
既
存
の
医
療
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

地
域
全
体
の
在
宅
医
療

提
供
体
制
や
環
境
整
備

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

議
員  

必
要
と
認
め
る
な

ら
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

市
民
と
の
話
合
い
を
通

じ
、
市
民
の
求
め
る
病

院
を
探
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

市
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提

案
も
含
め
、
検
討
し
て

校
年
を
改
め
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

議
員  

開
校
時
期
が
伸
び

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

教
育
部
長  

現
在
、
実
施

計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
結
果
を

見
て
、
改
め
て
時
期
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

議
員　

新
築
に
よ
る
学
校

再
編
で
財
政
状
況
は
悪
化

し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
基

金
の
積
立
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
部
参
事　
学
校
再
編

を
含
む
今
後
１０
年
間
の
行

政
需
要
の
予
測
が
財
政
調

整
基
金
の
残
高
を
大
き
く

超
過
し
た
状
況
で
あ
る
た

め
、
事
業
の
取
捨
選
択
が

必
須
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

公
共
施
設
補
填
の
た
め
の

基
金
の
特
定
目
的
基
金
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　
積
立
も
な
く
、
財

政
状
況
も
厳
し
い
の
で

あ
れ
ば
思
い
と
ど
ま
る
、

又
は
規
模
を
縮
小
す
る

な
ど
の
方
策
を
考
え
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。	

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
施
設
再
編

な
ぜ
、
中
間
中
学
校
と

中
間
東
中
学
校
へ
の
編

成
な
の
で
す
か
。

教
育
総
務
課
長  

東
部
と

西
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
１
校
ず
つ
新
中
学

校
を
配
置
し
、
市
内
全
域

を
約
３
キ
ロ
圏
内
の
区

域
に
網
羅
す
る
こ
と
で
、

通
学
負
担
が
軽
減
で
き

る
こ
と
が
理
由
で
す
。

議
員  

令
和
10
年
４
月
に

開
校
予
定
で
す
が
、
間

に
合
う
の
で
す
か
。

教
育
総
務
課
長  

現
在
、

新
中
学
校
の
敷
地
に
お
い

て
整
備
の
方
向
性
や
校
舎

等
の
配
置
計
画
等
を
複
数

案
検
討
し
て
い
る
段
階
で

す
。
本
年
度
中
に
実
施
計

画
と
し
て
施
設
整
備
の
方

向
性
を
固
め
、
同
時
に
開

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の

今
後

  

期
間
を
来
年
３
月
ま
で

に
限
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。  

教
育
部
長  

令
和
８
年
度

も
、
予
算
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

議
員 

今
後
も
無
償
化
を

続
け
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長  

国
に
お
け
る
学
校

給
食
費
の
無
償
化
の
進
捗

を
見
極
め
つ
つ
、
本
市
で

の
新
た
な
安
定
財
源
の
確

保
に
向
け
た
取
組
、
交
付

税
、
補
助
金
等
を
活
用
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員  

財
政
調
整
基
金
の

額
を
見
る
と
、
十
分
財
源

は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
私

は
思
い
ま
す
。
国
や
県
が

行
わ
な
け
れ
ば
市
は
行
わ

な
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

 １２月定例会「一般質問」

田口澄雄議員
 日本共産党

植本種實議員
  明政クラブ
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次次のの定定例例会会はは、、３３月月３３日日((火火))かからら開開催催すするる予予定定でですす。。  

議員の一般質問は 3月 5日(木)午前 10時から行う予定です。 
本会議及び委員会の日程は決まり次第、中間市のホームページに掲載します。 
問合先：議会事務局 ☎ ２ ４ ６ ­ ６ ２ ２ ０

会期日程 QRコード

Shigikaidayori　NAKAMA  1 ２

nakamashigikai

町村議会議員研修に参加しました

　中間市役所、ハピネスなかま、なかまハーモニーホール及び地域交流センターにて、議会の生中継を行っ

ています。議会開催日が休館日の施設では、中継は行いませんので、ご注意ください。

公共施設での議会の生中継について

　令和８年１月９日、福岡県町村議会議
長会主催の議員研修会に中野議長、掛田
副議長、原議員、阿部議員、原口議員が
参加しました。
　当日は、元福島県会津若松市議会議長
の目黒章三郎氏が講師として招かれ、「誰
のための議会か～議員が成長するには～」
について講演されました。

市議会の情報を発信

　本会議・委員会のライブ・録画映像は
YouTube で配信しています。
　以下の QR コード以外にも、中間市議会の
HP のバナーからもご覧いただけます。

　定例会の開催情報や日々の議会の活動
内容を随時発信しています。
　是非、アカウントをフォローしてチェッ
クしてください。

本会議 録画配信
QR コード

委員会 録画配信
QR コード

▲研修の様子


